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 -- 顔の見える関係から問題意識・関心の共有 -- 
 
◆ユーザインタフェースを改めて考える 
 -- フロントにいる人も説明不要のデザインを -- 
 
◆学生に伝える内容を考える 








































































































  「声かけ」 

















  ・やめる； コアユーザは来るだろうから続ける 
  ・深い内容に重点を移す； 見せ方を変える 








    →情報の重要度、使いやすさはどう? 
 
 ・使い方を教えなくてよいデザイン 





































































・大阪大学   ・九州大学 * 
・筑波大学   ・広島大学 
・青山学院大学 ・国際基督教大学 
・University of Pittsburgh (US) * 
・University of Guelph (CAN) 


















 ・日経新聞電子版 Windows8 専用アプリ 






































時期 回数 実人数（のべ） 有用度 評価 (*) 
① 2012.2-3 基本編２回 × ４ 31 (58) 4.50 
② 2012.9 基本編２回 × ２ 
 ＋ 発展編１回 × １ 
15 (33) 4.56 発展編追加 
③ 2013.2-3 基本編２回 × ６ 
 ＋ 発展編１回 × ２ 




④ 2013.5 基本編２回 × １ 
 ＋ 発展編２回 × １ 




⑤ 2013.9 基本編２回 × ２ 
 ＋ 発展編２回 × １ 
15 (48) 4.79 
オール5： 3コマ 
⑥ 2014.2-3 基本編２回 × ６ 
 ＋ 発展編２回 × ２ 





















 学習目標と動機付けを整理する (参考資料*2) 
「Information Literacy Instruction Librarian 育成事業」 




















  ※「それって図書館のすること?」は、やめてほしい… 
・定型業務に? 場所の提供／サービスポイントの統合? 


















   本学の例： KOAN（学務システム） 
        マイハンダイ（いわゆるポータル） 

























































 → 何のために、何をしますか（”仲良く”ではなく) 
  組織を一緒にする発想は？ 
 
■「教育と連携」が課題?(シラバス読んでも分からない…) 
 → 教務との人事交流は？(2014:N大、H大で実施とか) 
 
■「スキルなどの引き継ぎ」が課題？ 
 →「図書系」で異動？ ３年で異動？ 
  「学修支援系」の異動パターンは？ 




















  学修支援のために、最適か、有用か。 
  あくまでその手段。 
 
 →”学生選書”の参加者交流会はあり? 
   気付き、意見交換、交流という学び？ 

















  「目的」と「手段」の一致 
 
 ○ なんの[誰の]ために 
  （              ） 
 ○ なにを 
  （              ） 
 
































































（                ） 
○３ヶ月以内に 
（                ） 
○６ヶ月以内に 
（                ） 






   どう維持するか。 
 




 名古屋大学。 http://tokai-forum.jp/ 
 




















 -- 顔の見える関係から問題意識・関心の共有 -- 
 
◆ユーザインタフェースを改めて考える 
 -- フロントにいる人も説明不要のデザインを-- 
 
◆学生に伝える内容を考える 





                が考える 
◆各大学の状況、相手の目線 
















■海外視察 with 共通教育・経営企画・広報担当 
○グローバル・コモンズが学内研修につながり、 
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